
◆開催日時： 2023年 4月 6日（木）13:45 - 17:00
◆開催場所： 茨城大学 水戸キャンパス 【講演会】図書館３階ライブラリーホール

【交流サロン】図書館１階 SAZAコーヒー茨城大ライブラリーカフェ店

◆実施方法： 【講演会】ハイブリッド開催（オンサイト＋Zoom）

【交流サロン】オンサイト開催

◆対象者： コンソーシアム機関所属の教職員

◆趣旨：

TRiSTAR 異分野クロスオーバーイベント
MIRAICLE講座

茨城大学主催

近年、複雑化する様々な社会課題を解決し、新たな価値を創造する“総合知”への期待が高まっています。こうした“総合知”の

考え方は、TRiSTAR が掲げるトランスボーダーの理念にも相通ずるものです。しかし、なぜ自身の専門分野を越えて研究する

必要があるのか。とくに人文学・社会科学系の研究者はその答えを見つけることに難しさを感じているかもしれません。

そこで本講座では、とくに人文学・社会科学の研究者が「なぜトランスボーダーをするのか」「いかにしてトランスボーダーを

するのか」、その答えを探るため、学際的研究プロジェクトに意欲的に取り組んでいらっしゃる研究者２名を講演者として招き、

具体的な取組みや成果、経験談を交えた話題提供をしていただきます。そして、その後の参加者全体による自由な議論を通じて、

多様な分野がトランスボーダーをすることの意義やその方法について考えていきたいと考えています。

今回は主に人文学・社会科学系研究という視点からトランスボーダーを考えていきますが、自然科学系研究者もまた、今後多様な

分野の研究者と連携・協働する際に、異分野の視線の先を理解することは非常に重要な意義を持ちます。

分野の境界を越え、新たな研究を主導できる人材となるため、本講座はその“気付き”を得るための機会になれば幸いです。



異分野と問う学問と社会

●講演１： 秋山 肇 先生（第２期 TRiSTARフェロー） 筑波大学人文社会系

秋山先生は「無国籍」や「ポスト・アントロポセン」に関する学際的な研究に取り組まれています。どのようにしてボーダーを
超えようとしてきたか、なぜ学際的な研究をするのか、こうした問題について、人文学・社会科学系の研究者の立場から語って
いただくとともに、一つの専門分野の外に飛び出して研究することの意義をTRiSTARフェローを代表して発信していただきます。

「なぜ専門分野を超えるのか ～異分野との交流から見えるもの～」

● 講演２： 田村 誠 先生 茨城大学 地球・地域環境共創機構

「気候変動問題に対する学際、超学際アプローチの実践」
田村先生は「気候変動適応」というグローバルな課題に対し、これまで環境省等の学際研究プロジェクトを牽引してきました。
また、ご自身の専門や経歴も非常に分野横断的です。研究手法や慣習のまったく異なる多様な分野の研究者とプロジェクトを
企画・推進するとはどういうことか、これまでの経験談を交えて語っていただきます。

●質疑応答～自由討論 ［モデレータ］梶野 顕明 茨城大学研究・産学官連携機構 URA

［会場］茨城大学付属図書館ライブラリーホール［時間］13:45～15:15

講演会

交流サロン ［会場］SAZAコーヒー茨城大ライブラリーカフェ店［時間］ 15:30-17:00

―― 人文学・社会科学はいかに異分野と向き合うのか？

各講演に対する質疑応答を行うとともに、参加者が自由に議論できるハイブリッド型の自由討論の場を設け、
得られた“気付き”や課題を参加者間で共有します。

分野を超えた自由な交流を通じて、新たな研究展開のヒント、共同研究の可能性、研究ネットワークの獲得を目指します。


	スライド番号 1
	スライド番号 2

